
627億6千5百万円

1,752億4千4百万円 73億4千万円

57億円
522億5千1百万円

715億3千5百万円

292億8千8百万円

31億2千8百万円

464億4千4百万円

1,299億5千6百万円 61億2千4百万円

535億3百万円

360億1千万円

210億1千9百万円

9億4百万円

1億7千6百万円 6億7千6百万円

2億4百万円
4千8百万円

58億4千7百万円
3千4百万円

1百万円

15億1千1百万円
13億9千8百万円

9億8千9百万円 35億7千8百万円

15億1千万円

7億8千5百万円
13億1千4百万円

3億1千1百万円

4千万円22億7千1百万円

10億6千4百万円 12億9千4百万円

362億6千7百万円 11億4千2百万円

3億8千9百万円

37億7千9百万円124億8千5百万円245億2千6百万円

53億9千6百万円

令和５

　令和５年度は、地下鉄、バス、都電、日暮里・舎人ライナーの
４事業の合計で、年間11億8,347万9千人（一日平均323万4
千人）のお客様にご利用いただきました。また、電気事業は年間
89,356MWhの電気を供給しました。
　これにより、全事業の営業収益は1,907億9千8百万円、その
他の収入も含めた経常収益は2,118億7千2百万円となりまし

た。一方、経常費用は1,922億5千1百万円となり、この結果、
全事業の経常損益は196億2千1百万円の黒字となりました。
　事業別には、地下鉄、バス、都電は黒字を計上しましたが、日
暮里・舎人ライナー、電気事業は赤字となりました。なお、上野
動物園モノレールは、令和５年12月27日をもって廃止しまし
た。

※高速電車事業会計＜地下鉄＞、交通事業会計＜バス、都電、日暮里・舎人ライナー、モノレール（令和５年12月27日をもって廃止）＞、電気事業会計＜電気事業＞

。

収入：2,118億7千2百万円

支出：1,922億5千1百万円

（黒字196億2千1百万円）

長期前受金戻入・その他

電 気 事 業

収入：9億5千3百万円

支出：10億5千7百万円

（赤字1億4百万円）

●取水口ゲート巻上機の更新 8千6百万円
取水口ゲート巻上機など、老朽化した機器の設備更新
を行いました。

電気事業の主な設備投資

収入：73億9千1百万円

支出：74億7千6百万円

（赤字8千5百万円）

●車両の更新 28億3千7百万円
混雑緩和を図るため、４編成について全ての座席をロン
グシート化した車両に更新しました。

収入：36億2千5百万円

支出：34億5千5百万円

（黒字1億7千万円）

●踏切保安設備機器の更新 3千1百万円
踏切保安設備機器など、安全確保のための設備更新を
行いました。

都電の主な設備投資

収入：428億5百万円

支出：411億7千9百万円

（黒字16億2千6百万円）

●ひとと環境にやさしいバスの導入 17億7千6百万円
最新の排出ガス規制に適合したバスを80両導入し、既
存の車両を更新しました。

●停留所上屋の整備 1億2千9百万円
停留所上屋の新設、建替を行いました。

バスの主な設備投資

収入：1,570億9千9百万円

支出：1,390億8千5百万円

（黒字180億1千4百万円）

●車両の更新（大江戸線） 112億1千7百万円
大江戸線車両を6編成更新しました。

●泉岳寺駅の大規模改良 38億1千5百万円
ホームやコンコースの拡張、エレベーターの増設など
の改良に向けた土木工事を進めました。

●ホームドアの整備（浅草線） 37億5千9百万円
浅草線へのホームドア整備を進め、都営地下鉄全駅の
設置が完了しました。

地下鉄の主な設備投資

令和５年度貸借対照表 令和６年3月31日現在

現 金 及 び 預 金

未 収 金

有 価 証 券

貯 蔵 品

前 払 費 用

前 払 金
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預 り 金
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一 般 会 計 出 資 金

再 評 価 積 立 金 組 入 額

減 債 積 立 金 組 入 額

中小水力発電開発改良積立金組入額

そ の 他 剰 余 金 組 入 額
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利益剰余金（△欠損金）

長 期 前 受 金
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17,944

3,640

8

7,457

20

1,484

1,775

3,560

1,352

1,352
96,902

149
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固 定 負 債

流 動 負 債

繰 延 収 益
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資 本 合 計
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　令和５年度は、地下鉄、バス、都電、日暮里・舎人ライナーの
４事業の合計で、年間11億8,347万9千人（一日平均323万4
千人）のお客様にご利用いただきました。また、電気事業は年間
89,356MWhの電気を供給しました。
　これにより、全事業の営業収益は1,907億9千8百万円、その
他の収入も含めた経常収益は2,118億7千2百万円となりまし

た。一方、経常費用は1,922億5千1百万円となり、この結果、
全事業の経常損益は196億2千1百万円の黒字となりました。
　事業別には、地下鉄、バス、都電は黒字を計上しましたが、日
暮里・舎人ライナー、電気事業は赤字となりました。なお、上野
動物園モノレールは、令和５年12月27日をもって廃止しまし
た。

※高速電車事業会計＜地下鉄＞、交通事業会計＜バス、都電、日暮里・舎人ライナー、モノレール（令和５年12月27日をもって廃止）＞、電気事業会計＜電気事業＞

。
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（赤字1億4百万円）

●取水口ゲート巻上機の更新 8千6百万円
取水口ゲート巻上機など、老朽化した機器の設備更新
を行いました。

電気事業の主な設備投資

収入：73億9千1百万円

支出：74億7千6百万円

（赤字8千5百万円）

●車両の更新 28億3千7百万円
混雑緩和を図るため、４編成について全ての座席をロン
グシート化した車両に更新しました。

収入：36億2千5百万円

支出：34億5千5百万円

（黒字1億7千万円）

●踏切保安設備機器の更新 3千1百万円
踏切保安設備機器など、安全確保のための設備更新を
行いました。

都電の主な設備投資

収入：428億5百万円

支出：411億7千9百万円

（黒字16億2千6百万円）

●ひとと環境にやさしいバスの導入 17億7千6百万円
最新の排出ガス規制に適合したバスを80両導入し、既
存の車両を更新しました。

●停留所上屋の整備 1億2千9百万円
停留所上屋の新設、建替を行いました。

バスの主な設備投資

収入：1,570億9千9百万円

支出：1,390億8千5百万円

（黒字180億1千4百万円）

●車両の更新（大江戸線） 112億1千7百万円
大江戸線車両を6編成更新しました。

●泉岳寺駅の大規模改良 38億1千5百万円
ホームやコンコースの拡張、エレベーターの増設など
の改良に向けた土木工事を進めました。

●ホームドアの整備（浅草線） 37億5千9百万円
浅草線へのホームドア整備を進め、都営地下鉄全駅の
設置が完了しました。

地下鉄の主な設備投資
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